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主人の蝋燭を節約するためにすべてを暗闇の中で行うこと(2)
渡邊利道
深更、開いたページに顔を垂れてうたた寝しかけ、夢半ばに目の端を黒い糸が流れ思わず指で押さえると紙魚だった。「お助けを」とでも言うだろうかと思って見ると指の腹からふっと消えていて、おや、捕まえたのも夢だったかと思うが開いたページの余白が増えている。
ビロードのカーテンで閉ざされた暗い部屋で三人の男が薔薇を取り囲んで座っている。男たちの背後にはそれぞれ鏡、その面にむき出しの心臓。薔薇の上、宙に浮いて男たちの頭よりも高く一枚の銅版画があり、いま、ありありとその画布に裸女の像が浮かび上がる。
夜の闇を縫って路面電車が現れ私の前に停まる。乗り込むと運転手の他に乗客は一人もいない。ゆっくり滑り出す。一番後ろの席に座って、窓外を光が糸を引いて流れていくのを眺めるうち微睡みから醒めたのは車輌を軋ませ海に入ってくところだった。線路は?
天井からポロリポロリと蛆が落ちてくる。床には黒い液体が滲み出し、奥の方から冷たい風が吹いて燭台の炎を揺らす。壁にかかった額縁の中に絵は存在せず、それは、穴、穴が空いているのだ。覗いてみると小さな鏡が置いてある。誰かの横顔が映っていてゆっくりこちらを向く。
アトリエは画家の屋敷の離れにあり、燦燦と陽光が降り注いで黄色くなっていた。ベッドには裸婦が休んでいるが、イーゼルに画布をかけたまま画家はどこかに姿を隠していた。そっとモデルに近づいて、腰のあたりに蟠ったシーツを払うと、女の股の間から子供が私を見ていた。
暗い道を歩いていると何か柔らかいものを踏んだと思って転びかけた。振り返ってみれば裸の女がうつ伏せになって寝ている。驚いて手をかざすとどうやら息はあるようだ。手の平で頰をピチピチ叩くと女は瞬きして目覚め、あら、あなたですかとあくびしながら器用に言った。
階段を降りていくとすでに人だかりで、これは待たされるかなと思ったが、こっちよ、と背の低い野球帽の人に肘を引かれてダンボールが積んである狭い通路を歩いていく。壁の大きなモニターに独裁者が映っていて激しい調子で演説しているようだが音声がカットされている。
同窓会だというので映画館に入る。すでに上映は始まっており、スクリーンの中では懐かしい顔が顔が顔がいっせいにこちらに向かって語りかけてくる。客席にはまったく知らない連中ばかりが座っていて、そういうものなのかと思うが不意に恩師が私の名前を大声で呼ぶ。
窓枠を外して部屋に忍び込むと、クローゼットの扉を開けた。すると中からガラガラ音を立てて色とりどりのハイヒールが転がり落ちて山を作り、泥棒は驚いて飛び上がったが、天井のシャンデリアには電球の代わりに眼球が嵌め込まれていていっせいにジロジロ見てくるのだ。
すりガラスの向こうで、ゆらゆらと木々が揺れている。ここで待っていてくださいねと彼女が言って部屋を出て、どれくらいの時間が経過したのだろうか。コーヒーは冷めてしまった。壁を伝って、見たことのない虫が天井から消えた。思わず立ち上がって観察したがどこにも抜け穴などはない。
部屋の中央に大きな箱があり、蓋を開けると中に階段がある。降りていくと広い空間に出てさらに階段は長く長く続き、階段の下は霞んで見えないほど遠い。掛け軸のようなひらひらのものが横に流れて浮かんでいる。これは何かもっと準備して出直すべきなんじゃなかろうか。
旅行鞄を開けると、中から色とりどりの眼球がぼろぼろ零れ出してきて床に落ち、びちゃっと潰れたりコンコン音を立てて跳ねたりする。まずい、汚してしまったと思うがもう遅く、動いた拍子にいつくか潰してさらに硬いのに足を滑らせて倒れ、一張羅のスーツまでびちゃびちゃになってしまう。
地下室には高さ20センチメートルの床一面の水槽にピンク色のフラミンゴが群棲する一角があり、入っていくと鳥たちが一斉にふり返った。濃密な羽毛のにおいを吸い込み、視界いっぱいにピンクが折り重なってゆらゆら揺れるので、まるで錯視ゲームの部屋に迷い込んだみたいだ。
悪友の一人が回転扉の中に住んでいた。仲間たちが毎日食事を持っていくと、くるくる歩きながらそれを受け取って食べ、携帯用トイレを器用に使いながら回転扉の動きに合わせてくるくる歩く。眠らないのか? と訪ねると歩きながら寝るのだと言う。ちょっとしたコツがあるんだ!
古ぼけた旅館に夜もだいぶ更けてからようやく到着した。こちらです、と案内された部屋には女が一人座っている。伏せている顔を見ようと懐から鏡を取り出し、色々と角度を工夫してみるが暗くてわからない。外はバケツをひっくりかえしたような雨。
父親が二階で眠っている。起こさないように出発しなければいけないのだが、どうしても必要なカバンが父の寝室にあるのだ。とにかく冷静に、落ちつかなくては、と懐からタバコを取り出して一服する。時計の音がことさらに大きく聞こえる。
灰色の犬が暗いところから現れる。私を見たので思わず壁際に顔を伏せて避けた。後ろ向きになってしまったのでわからないが、犬はまっすぐに私に向かって歩いてくるようだ。こんな受け身の、しかも無防備な姿勢になってしまったのを後悔するがもう遅い。
確かに私は温室で彼女の首を絞めて殺したはずだった。熱帯の植物たちがそれを見ていたはずだ。ギラギラした日差しはビニール越しにねっとりと衣服を濡らせ、彼女の股からは小便が流れていた。疲れ切って部屋に戻ると、彼女は何食わぬ顔で台所の椅子に座っている。今度は包丁で刺すか!
森を抜け、丈高い草をかき分けて待ち合わせの湖畔に来た。暗い太陽が重くのしかかり、不吉な予感に苛まれながら待っているのだが、彼女はいっこうに現れない。しだいに湖を渡ってくる風が冷たくなり、ふと見ると水の面に長い髪がひろがって揺れていて、何だもうとっくに来ていたのかと気づく。
外宇宙の旅から戻ってきてみると、すでに人類は滅亡し、大陸は一面の砂に覆われ、海はどこもかしこも真っ赤に染まっていた。動物も植物の姿も見えない。風も光も強く、計器類の教えるところに従えば、宇宙服を脱ぐこともできない大気の状態である。私たちはあてどなくただただ歩き続けた。
広場の真中に三角のテントが立っていて、中に入っていくと占い師が待っていた。言われた通り表通りに戻って商業ビルの屋上に上り、フェンスにもたれて空を仰ぐと、鰯雲がベルトコンベアーのようにこちらに向かって勢いよく流れてくる。えいや!と飛び込むと、雲の絨毯が私を優しく受け止めた。
そう、いまもあの湿った暖かい布団の中で、いやほとんどはみ出して、一頭の巨大な牛が横臥しているのだ。人は牛を殺すのが宿命と誰もが言う。しかしそんなのは御免蒙りたいのだ。冗談じゃない。しかしあの布団は、優しく温かく俺を包むあの布団を手放すのもやはりできない相談だった。
微睡んでいると、天女が現れて私を包み込むように抱き、口づけを交わし、ふわりと宙に浮いて、そして死ぬ。抜けだした魂が希薄なヴェールとなって彼女の身体にまとわりつく。置いてきぼりにされた私の身体にさよならを言おう。
大風が吹いてきて頑張ろうとするが耐えきれず転んでしまう。風は渦巻きになって宙に飛ばされ、なんとか教会の鐘楼の窓枠に掴まって難を逃れる。窓の中には小男がメロンを抱えて立っており、私は左半身に激痛を感じながら彼の前に降り立つ。
電車道を歩いていると、真昼なのにとつぜん空が暗くなって、おや、と思うまもなく大きな蝙蝠に肩を掴まれて大空に舞い上がる。家々がマッチ箱みたいな大きさになって、このままどこに行くのかと思うやパッと爪を離され東京タワーのてっぺんに串刺しになる。ああ、空が青い。
会社の忘年会。宴もたけなわのころ受付の女子がつと私の隣に座り、テーブルの下でそっと私の手を握ってくる。おや、と思って顔を見れば頬が軽く染まっている。英雄的な機転を利かせ彼女を連れ座敷を抜け出すと、庭から津波が押し寄せてもろともにすべてが押し流される。
もうすっかり日もくれてしまったというのに、どこに車を停めたのかわからない。山裾のあまりにも広大な駐車場で、もう一時間以上も探し回って歩いているのだ。焚き火を囲んで数人の夜警さんたちが酒を飲んでいる。懐中電灯が火にくべられてクルクル回っている。
四角い部屋。壁も天井も床もすべて白い。出窓には花瓶が置かれているが、花は活けられていない。四隅の対角線から右手中央寄りに木箱がある。いくつもの玩具が入っている。私の息子がそれで遊ぶ予定だが、まだ息子は生まれていない。
爆発音。全身埃まみれになったので、エレベーターに乗って部屋に戻り、浴室に入った。熱いお湯を浴びてスポンジで身体を洗い、シャワーで流す。浴室から出て、バスタオルで身体を満遍なく拭くと、窓外に渦巻きになった大きな煙と火柱が立っていた。
マンホールの蓋を開けて中の鉄梯子を降りる。一番下まで来るとキャットウォークで、そのまま歩く。どうやら巨大なドーム状の空間の端を歩いているらしい。ふと見ると眼下に薄黝い泥のような液体に満たされた堀があって、上流からいくつもの棺桶が流れてくる。
独楽がまわる。回転する円の上を小人が懸命に走っている。何か叫んでいるが、囁きほどにしか聴きとれないので耳を近づけると、隠し持っていたのかそれとも小さすぎて目に入らなかったのか、矢を射かけられて痛と思うまもなく羽に結び付けられていたロープを伝い小人が。
テニスコートを横切って彼女がこちらにやってくる。笑顔を振りまいてはいるが、油断できない。実は怒りを滾らせていて、私の前で爆発するためにあえて周囲に悟らせていないのかもしれないからだ。みるみるうちに空に暗雲がたちこめ、生ぬるい風がヒューっと土埃を払う。
雨が降っている。遠くで火が灯っているのが霞んで見える。波の音が聴こえる。真夜中なのに鳥の声もする。机の上にテープレコーダーが置いてあり、老人がマイクに向かって何かしゃべっている。ジャーナリストは席を外していて、部屋には他に誰もいない。
ずいぶん酔っ払ったのでそろそろ帰ろうかと思い、席を立って店のドアを開け路地に出るとはてここはどこだったかわからない。まあ適当に表通りのほうへ歩いてったらよかろうと何度も何度も角を曲がり明るそうなあたりを選んであっちへふらふらこっちへふらふら月がその後を律儀に従いてくる。
船で港に入ってくると、桟橋に女たちが並んでいるのが見えた。色とりどりのワンピースが風になびいて、さんざめく花のように艶やかな女たちは、一人一人順番に海に倒れて落ちた。慌てて覗き込むと、大人が一人二人軽く入れるほどの大きさの白い玉が大量に金属色の海に浮かんでいる。
階段を息せき切って駆け下りて鉄製の重いドアを開けると、暗い照明の下、解剖台の上に天使が開腹されて横たわっている。腹の中はがらんどうで、壊れた楽器の内側のようだ。きっととても清涼な声を聴かせたことだろう。そう思うと腹を裂く瞬間に立ち会い損ねたことが残念でならない。
夏至の夜に緑色の夢を見る。緑色の空に、緑色の星、緑色の風に、緑色の海。緑色の肌のあなたと、緑色の私の息。切り落とした手首からは、ワインのように緑色の血がどくどくとこぼれ落ち、緑色のベッドのシーツと、緑色の床に落ちる。カーテンが揺れて、開け放たれた窓の外に緑色の月。
眠っている奥様の口から、カブトムシが這い出してきてぶるっと身を震わせ、羽を広げて飛び立っていった。気になってじっと見ていると、奥様は何食わぬ顔でパッとお目を開け、唇に垂れた涎を手首でぬぐって私を見ると、内緒よ、と声に出さずに口の形を作って見せた。
海岸線を歩いていると、波打ち際に人魚が倒れていた。首に手を置いてどうやら死んではいないと確かめて、さてどうしたものかと思案する。通りすがった屑屋のリアカーを有金はたいて譲ってもらい、彼女を載せて家まで帰った。通販で購った水槽で人魚は今も泳いでる。
雲の階段を駆け上ってゆく人を何度か目撃したことがあり、自分もそんな機会があればと願ってやまないのだが、どうやら上ってしまえば二度と地上には戻ってこられないらしく、用があるものの前には階段は現れないんだとか。やれやれ、さっさと重力の鎖がほどける日が来ぬものか。
オレンジがテーブルの上で燃えている。黄昏。妻が台所から消えて、取り残された夕飯の食材が腐ってしまうので、大勢の人を呼んで宴会にしようと思ったのだが、考えてみるまでもなく誰も呼ぶ当てがなかった。冷蔵庫の中に何が入っているのかも知らない。
支配者の遺体が運ばれてきたので、沐浴して装束を改め、正面から社に入り直した。棺は高床の穀倉の上に安置されている。抜き身の剣を捧げ持って階を上がり、足で蓋を外すと間合いを詰めて、骸の肉を開き、取り出した心臓を懐に入れる。これから夜をかけて町中にぶちまけるのだ。血を。
水の奥に祠があるというので、私は船を出してみた。鏡のような水面に櫂を差し入れてもいっこうに手応えがなく、生温い風に流されて、はて迷ったかなと思うや、ちょうど正面にその祠があって、扉を開け放つと、一瞬見えた裸の女があっという間に骨になり粉になって消えた。
押入れからオットセイの死体がゴロゴロと九頭分も転げ落ちてくる。吃驚して頭が真っ白になりつつも、とにかくすごい臭いでそれが死臭なのか獣臭なのかはわからないが、一刻も猶予がないと直感したが、時や遅しオットセイは次々爆発し部屋と私を血と内蔵で赤く染めた。
街道の辻に喋る生首がいる。選ばれたものだけがその声を聞くことができるその言葉は未来に成就する出来事を語ると言われていたが、その予言を使って富や権力を得たという者に誰も実際に会ったことはないらしい。怪談めいた話で、眼前に転がっていた生首が目を剥いた瞬間に私は逃げ出した。
女の家まで来て、服装をもう少し整えておけばよかったと後悔するが、もはや遅く、ゆっくり扉が開いて私を招じ入れる。台所には煮炊きの甘い匂いが溢れ、ふと両足が泥濘にとられて濡れているのに気づく。それに裸足だ。階を上りながら、女と寝たらよく足を、身体も洗わなければいけないなと思う。
そりゃあねえ!わしらだって何もぜんぜん知らんぷりしようってんじゃないんですよ、ええ、それはもう……と声を途切らせて男はニヤニヤ笑いだけ残し廊下の奥の影の中に消えてしまった。そうしてやっぱり私は一人取り残され、燭台の灯りが消えて、襖がすっと開いた部屋の中へと足を踏み入れる。
夢の中で夢を見ている男の家の外で犬が鳴き月がそれを冷たく見ている男は夢を見ている夢の中で犬の頭を撫でる男のてのひらが女の手をとってゆびさきを口に咥え爪が月のように白く光り息も白くとても寒い寒い夜で夢を見ている男の夢の中で女の顔が犬になる。
空を覆う巨大な蜘蛛から、巨木のような糸が放たれて、街はまるごと飲み込まれてしまった。ざっくり抉り取られた大地に残された窪みに緑色の液が垂れ、もうもうと湯気をあげる湖ができた。そこに、カラカラカラカラと軽い音を立てて骨が降り注いだ。町の住民たちはそうしてみんな死んだ。
目指せ完走!「今年こそ『ぜんため!』を楽しみたいオッサンによる『ぜんため!』特集」
古川モトイ
■まずは「ぜんため!」を一度も見たことがない言い訳から
ここ2年続けて「ぜんため!」というイベントが岐阜駅を中心に実施されています。実は私、古川は夏は名古屋のイベントが重なって2年続けて見られず、実にもやもやした状況にあります。実は2回とも、せっかくだから地元のイベントを応援したいと言うことで、
・もし開催されるなら「ぜんため!2019」の情報を出来るだけ早く掴んで、北極大陸の読者の皆さまにお伝えしたい!
・あわよくばイベント出演の依頼より先に「ぜんため!」の予定をスケジュールに入れて「あー、スイマセン、その日、別のイベント見に行く予定が入ってて……」という雰囲気にしたい!
の二つを目標に頑張りたい所存です。なお、イベントは当然、先に予定が入ったほうを優先するものとします。
■ぜんため!どうやって取材しよう?
とは言っても公式ホームページには「ぜんため!2018」の情報しか載っていないので、取材の窓口もなさそう。でも、もしかすると誰か奇特な関係者が北極大陸を読んでいろいろ教えてくれるかもしれないので、北極大陸に公開質問…はおこがましいので、「もし、関係者の方が読んでくれたら是非教えて欲しいこと」を一覧にして載せてみるのが良いかと思いました。
■「ぜんため!」のご関係者がもし見ていたら聴いてみたい質問
ということで、「ぜんため!」の関係者で且つ北極大陸の読者であるという奇特な御方が存在することを前提に、いくつかの質問を箇条書きにしてみます。
【1】「ぜんため!2019」は実施されるんですか?
【2】開催される場合、「ぜんため!2019」の情報はいつごろからどこで発表されますか?
【3】開催される場合、「ぜんため!2019」では過去の「ぜんため!」から何か新しい変化はありますか?
【4】「ぜんため!」は「全国エンタメまつり」ということですが、「エンタメ」とはどこからどこまでを指すのですか?例えばアナログゲームやeスポーツはどうでしょうか?
【5】開催される場合、「ぜんため!」は「全国」と銘打っておられますが、やはり注目して欲しいのは全国でしょうか?地域に対してはどうでしょうか?
【6】最後に、岐阜県には全国規模で優秀な成績を残しており、中には全国大会での優勝経験がある世界的にも有名なゲーマーが幾人か存在していますが、彼らのことはご存知ですか?
■さいごに
ちょうど1月からなんか連載始めようかと思ってたので、許されるなら「ぜんため!」に向けた勝手な記事を書いていこうと目論んでおります。
なお、情報提供などございましたら https://twitter.com/sunoise こちらにお寄せいただけると幸いです。
リビングデッド・シスター
弾射音
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未だに冴子のスマホにはメールがちょくちょく届く。知り合いにはあらかた冴子が病気で入院していると知らせてあるのにだ。どこの病院か教えてほしい、お見舞いに行きたいと言って。冴子はいい友達をたくさん持っていたのだ。
その冴子が、まさかうんと年上の大学教授と不倫していたとは。本人から事実を突きつけられたとはいえ、まだ信じられない。
家でも、そんな気配はみじんも見られなかった。新崎の行方を推理するために彼女の日記を見たが、奥田教授とつきあっていることをにおわせる記述は全くなかった。女というものは、ここまで人を騙すことができるものだろうか。
それにしても、冴子をどうするかである。僕としては、家族で面倒を見ていかなくてはいけないと思っているのだが、母は未だにやっかい払いできないものかと考えているらしい。父は仕事にかまけていっさい面倒を見ようとしない。休日も、得意先の接待だからしょうがないと言ってゴルフへ出かけてしまう。結局、しわ寄せが全部僕に来ることになる。
いっそのこと、冴子がゾンビになってしまったことを世間に公表するか。そうしたら、二人の少女や新崎の家族も浮かばれるというものだろう。
そう思っていたら、いきなり見知らぬ人物から電話がかかってきた。平日の昼間だったので母が応対したのだが、どうも要領を得ないので、夜にかけ直してきたのだった。
「もしもし、私、飯田浩介という者ですが」
「はあ」
僕にはそんな返事しかできない。
「冴子さんはご在宅ですか」
「冴子は病気で入院しているんですが」
「嘘をつく必要はありません」
一瞬、ドキリとした。どうして嘘と知っているのだ。
「私、奥田さんの依頼で冴子さんの検査をした者ですが」
それでわかった。奥田がまだ生きていたときに、知り合いの医学博士に冴子の健康診断を依頼した。その医学博士がこの飯田浩介氏というわけだ。
「すみません。嘘でした。冴子はうちにいます」
「その後、様子はいかがですか」
「相変わらずです」
なんと返事していいかわからなかったので、それしか言わなかった。
「まだゾンビのようですか」
「はあ」
「実は、いくつか不審な点がありますので、もう一度冴子さんを診させていただきたいのですが」
ここは父に相談した方がいいと一瞬思ったのだが、責任逃ればかりしている父など放っておいてもいいとやけくそな気持ちになってしまい、つい返事してしまった。
「わかりました。うちに来ていただけますか」
「はい。今度の日曜日はいかがでしょう。午前十時頃ならお伺いできるんですが」
「日曜日の午前十時ですね。いらしてください」
僕は自宅の住所と目印になりそうなものを飯田浩介氏に伝え、電話を切った。
父が遅く帰宅すると、そのことを知らせた。当然だが、父は怒った。
「その人は冴子がゾンビであることを知っているのか」
何とも不機嫌な言い方だ。
「正真正銘のゾンビと思っているかどうかはわからないが、少なくともゾンビのような状態だとは知っている」
「何でお前は俺に相談もしないで勝手に決めるんだ。冴子のことが世間に知れたらどうなる」
「だって、父さんは冴子の面倒をいっさい見ようとしないじゃないか」
そこで父は絶句する。痛いところを突かれたと思ったのだろう。
「とにかく、今度の日曜日は俺はゴルフだ。お前が全部応対するんだぞ」
「わかってるよ」
「それと、第三者に口外しないとくれぐれも念を押すように」
「わかったわかった」
納得しないながらも、父はそれ以上文句を言わずにビールを飲みはじめた。
そして、日曜日がやってくる。
父は朝早くにゴルフ場へ出かけてしまった。母は飯田浩介氏にコーヒーとケーキは出すと言うが、それ以上はノータッチと公言する。全く、責任感のない親たちだ。
「また健康診断をするんでしょう。料金は取られないの?」
「母さんはお金の心配しかしないのか」
「だって」
「大丈夫だよ。この間も別に料金を取られなかった。たぶん、個人的な興味から追加の検査をしたいんだろう」
「だといいんだけど」
飯田氏は十時ちょうどにやってきた。パンクチュアルな人だ。まずはリビングに通し、母がコーヒーとケーキを出す。
ソファにくつろいで、飯田氏は言った。
「まだ自分をゾンビだと思いこんでいるんですか」
ということは、正真正銘のゾンビであることをまだ知らないのだ。
「ええ、そうなんです」
母が答えた。
「ちっとも親の言うことを聞かなくて」
そういう問題じゃないだろう。僕は思わず母に文句を言いそうになったが、初対面の人の前で親子喧嘩になるのもみっともないと思い直してやめにした。
「実は、不可解なことがいくつかありまして。奥田教授に相談しようとしたのですが、奥田くんはなにやら行方不明になってしまったらしくて、こちらに直接お伺いしたわけです」
「不可解というのは、どういった点ですか」
僕は言った。
「まず、脈がいっさい計測できません。体のどこを計測しても、脈が取れませんでした。まるで、心臓が止まっているみたいに。皮膚が膨張して血管が埋もれてしまったのだろうと思ったんですが、それにしても不可解です」
「はあ」
「それから、皮膚の斑点部分の細胞を採取したのですが、細胞はどれも死滅していました。生きている人間なら、これは考えられません」
「でも、血液検査では正常だったのでしょう?」
「はい。それがどうも不思議なんですが」
飯田氏はあたかも困ったような顔をしている。
「とにかく、一度診せていただけますか」
「わかりました。今、二階にいます」
僕は飯田氏を二階の冴子の部屋へ案内した。母はついてこなかった。どうもこの間のことがトラウマになっているようで、母は最近、冴子を見ると吐き気を催すのだ。
「どうぞ。冴子はベッドに縛ってあります」
僕はドアを開けて飯田氏を通した。飯田氏はお邪魔しますと言って部屋に足を踏み入れた。
「匂いも以前と同じですね」
強烈な悪臭のことを言っているのだ。
「すみません。ひどい悪臭で」
「いえいえ。ですが、どうも死臭のような感じがしますねえ」
死んでいるんだから当然である。冴子の体は腐敗しているのだ。
「どれどれ。ああ、厳重に縛りつけてありますね」
「はあ。さもないと家族を襲いますので」
「もう一度血液検査をしますね」
飯田氏はバッグを床に起き、注射器とシリンダーを何本か取り出した。それを手に、そろそろと冴子に近づいていった。
「気をつけてください。縛りつけてあっても、油断すると噛みつかれます」
「わかっています」
飯田氏は冴子の腕に注射針を慎重に刺す。しかし、小さなシリンダーにはいつまで経っても血液が流れ込まなかった。
「おかしいな。この間は血液が採取できたのに」
どれだけ待っても血液が流れ込まない。飯田氏はあきらめ、次に冴子の脈を取った。冴子は後ろ手に手を縛られており、しかも仰向けに寝かされているので、当然、手首では脈が取れない。飯田氏は冴子の顎のあたりに手を当てた。冴子はその手をかじろうとするが、飯田氏はうまくかわす。
「やはり、脈が取れません」
飯田氏が僕を振り返って言った。
「病院に運ばなければ、これ以上の診断はできません」
「でも、人を襲いますよ」
「それが困ったところなんですが」
飯田氏は立ち上がって頭を掻いた。
「いっそのこと、精密検査をしないと」
「病院に運ぶということですか」
「そうです」
「でも、この状況では無理です」
「うーむ」
右手の人差し指で顎をなでながら唸る飯田氏を見て、僕は思った。いっそ、本当のことを全部話そうか。最初は信じないかもしれないが、そのうちにわかってくれるだろう。はっきり言って全部ぶちまけたい。すっきりするだろうな。父には口止めされているが、なに、かまうものか。
僕は言った。
「先生、妹は本当に生きているんですか」
飯田氏は怪訝な顔を僕に向けた。
「血液が採れないところを見ると、血流がないことを証明しているように思えます。脈がないのもそれを表しています。まるで、心臓が動いていないみたいです」
「先生、本当のことをいいます。妹はゾンビです」
「はあ?」
僕が言ったことが信じられないように、飯田氏は目を丸くする。
「僕の勝手な思いこみじゃありません。奥田教授が告白したんです。彼は研究のためにわざと妹をゾンビにしたんです」
「奥田くんがそう言ったんですか?」
「はい」
「にわかには信じがたい」
飯田氏は腰に手を当てて冴子を見下ろした。
「奥田くんは気が変になってしまったのか」
「そうじゃありません。本当のことです。奥田教授はゾンビが実在することを証明したんです。それどころか、僕をゾンビにしようとまでしました」
「あなたをゾンビに? いったいどうして」
「わかりません。たぶん、研究対象がもう一人ほしかったのでしょう。奥田教授は妹の餌にするために妹のボーイフレンドと二人の少女を殺害したのですが、いずれも脳を損壊させてゾンビ化するのを防ぎました。それから考えると、研究対象は一人で十分と考えていたようですが、あとで考えを変えたのでしょう」
「奥田くんが三人もの人を殺害した? 証拠はあるんですか」
「本人がそう言っていました。証拠は見つかりませんでしたが、奥田教授の自宅の研究室を調べれば何かわかるかもしれません」
「しかし、どうにも信じられない。そうだ、奥田くんの研究日誌を見れば本当のことが判明するかもしれない。高梨さん、奥田くんの研究日誌を見たことはありますか」
「いいえ、一度も。そんなものがあるんですか」
「いやしくも研究者であれば、すべてを記録しているものです。一度大学の彼の研究室へ行ってみます。きっと研究日誌が残っているはずです」
「しかし、ゾンビの研究は自宅でやっていたようですが」
「そうか。自宅も探す必要がありますね。まず自宅の研究室を探しましょう。高梨さん、ご同行願えますか」
再び奥田教授の家に行くのは忍びなかったが、僕は結局同意した。何より、奥さんに会うのがつらい。一度は僕をゾンビにしようとしたが、その後はひどく反省しており、夫の死に絶望している。その立場にはないと思うが、できれば励ましてやりたいものだ。
【続く】
OCTA ORCA DM HIKARI
murbo
■OCTA ORCAオクタオルカ
戦争で敗戦した極東の島国が分割統治された四つのうちの一つ、ブラザーシティの大気浄化と治安維持に開発された自己学習型コンピュータ搭載のロボット。主な開発企業は機澤重工業で次世代型大気浄化システムと破壊ロボットと化したGK-1の駆除、破壊を目的としている。フライプローンとともにブラザーシティの環境改善問題のプロモーションとしても使われており、マスメディアでは人造式神とも呼称している。
ごく初期段階では無線による操作だったが短期間で自立型コンピュータを搭載し、完全ロボットとして開発している。正式に量産化されたのはコンピュータなどの性能向上を図った2型。
開発は機澤重工業で行われ2型の前期までは製造も行われていた。後期からは新音工業に生産が移行される。外観上の変更は見られず、部品の簡略化などが主な差異。通常の手を持つ腕、破壊光線を装備する腕、反重力装置を装備する羽を持つ腕、それぞれ二対、脚も含めて八本の肢を持つ。肘、膝は船の衝角のような打撃用武器として機能する。動物のしっぽのような部分は大気清浄装置になっている。飛行にはこの内の反重力装置を持つ羽を使うが、フライプローンから降下するときは補助飛行武装装置のFG2C、通称イェーガーファウストを利用する。イェーガーファウストは傘の部分が降下時のエアブレーキと飛行用の回転翼を兼ねたもので、武装は先端に電磁粒子砲が搭載されている。
全身の金色はレーザー兵器からの防御能力の向上のためでもあるが、殆どの場合は防衛上の威嚇と単純な装飾が目的である。
常に二機で行動する。戦闘機の戦術でもあるロッテのような長機と僚機といった役割が固定されておらず、臨機応変にポジションを変える。
■OCTA ORCA DMオクタオルカ ディーエム
OCTA ORCA DMは機澤重工業でのOCTA ORCAのプロモーション用にプロダクションモデルからスペックダウンされた仕様で、主武装のレーザーガンをビデオカメラユニットに換装、飛行ユニットは見た目は同じだが性能はプロトタイプとほぼ同じまで下げられ、AIも2世代前相当のローコスト版に置き換えられている。
プロダクションモデルの外観でありながらプロトタイプの程度まで性能を下げたことで大幅なコストダウンに成功し、様々な仕様のOCTA ORCA DMがプロモーション用に製作された。その殆どはリペイントと独自設計の武装で、表向きはデモンストレーション用のダミーの体裁であったが、プロダクションモデル用の追加武装のテストも兼ねられていた。
名称のDM はデモンストレーションの略。
■OCTA ORCA DM HIKARIオクタオルカ ディーエム ヒカリ
飲食店のプロモーション用に作成された。DMからの主な変更点は肩のレーザーガンのダミーボックス化と頭部の飾りのカスタマイズ。カラーリングの変更色はダークブルー、オリジナルの武装は鎌の形を模したデュアルサイス。縦に二つ配置された長さの異なる刃によって威力を高めている。これの基本設計はOCTA ORCAのプロトタイプの頃から開発が続けられているヒータートマホークと同じで、規模の大きさに比例してバッテリーなどが拡張されている。作成されたのはデモンストレーション用であり、駆動部分は全てダミーになっている。
去年の六月上旬に3DCGのイラストと映像のグループ展に参加しまして、一か所だけで展覧はなんかさみしいかなと感じておりまして、もう一つ、当時参加者の中でも言われた3DCGの可能性って何だろうと未だ答えが出ず、というか、作業効率以外に見えないんですよ。映像表現の中で出来ないことができるようになったというのも効率なんだよね。可能性じゃない。可能性はどういった映像表現をしたいかにある。でわからんままにせめて3DCGで作った絵はほかでも展示できるよという、まったく可能性ではないことで留飲下げたいと思いまして、たまたま仕事でお世話になっているラーメン店で展示してもらえることになりました。なんでラーメン店やねんという疑問はこれが理由ですが、一応屁理屈のようなことも考えていました。
※これは展覧会のDMと称して作った画像。印刷はしていません。SNSで告知するときに絵がないので作りました。
(ここからブログの引用。若干修正しています。)
音楽だとどこでやっても訝しく思われず、路上でも飲食店でも武道館でも全然問題なく、むしろ本来のコンサート会場で無い方がかっこいいくらいです。特に飲食店でライブは一般的です。最初から演奏することが前提のお店もあります。翻って絵です。オブジェでもいいんですが、これを意図をもって展示する展覧会状態となると話は変わってきます。自分でも違和感がありまして、小さなギャラリーでも絵を展示することに特化した場所なら引っ掛かりは無いのです。その境界線はどこかと考えました。喫茶店はたまに展覧会やっているようですね。それなりにスペースを作っているところあるみたい。喫茶店で境界は決まったようなものですけど、ラーメン店となると中々、大丈夫か?あんたwみたいな気持ちにはなります。麺坊ひかりは店主の趣味もあって元々ポスターやフィギュアなどがディスプレイしてあるお店であり、ラーメン店と言っても下世話な感じの雰囲気も無く、カジュアルな雰囲気を重要視しているのです。だからここで展示してもらうかなと思ったんですが、自分で言っていてもラーメンはイラスト展示と違和感がある語感だなとは思っています。今回は展示を快く引き受けてもらえる場所であることと、どういう形であれ見てもらえるきっかけができることはありがたいと思ってやっているので全く問題はないんです。とはいえ、それなら場所っていったい何だろう?とちょっと思いました。これを貸しギャラリーでやったら、公共施設のギャラリーなら、民間の画廊なら、美術館ならどうなんだろう?確かに場所の格はあると思います。でもそれは作品なのか?権威にすり寄ってるだけじゃないか?とかね。まぁ、厨房がオープンなので絵に油や湿気がかかるのは良くないのでそういう物理的なデメリットはありますけど、それも含めてでもなくて、展示してからそうだよなあwとやや残念ではあるんですよ。そこも面白がる気持ちは持ちたいと思っていますよ。うーん、でも湿気は出来るだけ無い方がいいなあw
で、場所は大切なんだけど、だから何なんだよとは思います。勿論画廊や美術館は展示する専門の場所ですし、展覧会を開催するための仕組みも整っています。油も飛んできませんし、子どもも鼻くそほじった手で触ったりしません。作品の物理的な規模もあるので専門の場所でないと展示が難しい場合も当然あります。美術館や画廊で展覧会する方が普通ですし当たり前のことです。こっちが謎の場所で展示する方便を言っているに過ぎないのです。それでも前後してお手伝いしたライブで思うことがありまして、これはアートディレクターが自分のライブを企画して演奏や詩作や宣伝などの実制作までほとんど自分で行っていたのです。作詞作曲演奏だけでなく、ライブをプロデュースすることまで作品にしていたのです。自分でもやってはいることなので今更これをもって凄いことをしていると新しい発見でも何でもなくて、忘れていたことを再確認させられたことが結構気持ちの中で大きくなりまして。ただ一定の場所に複数点の作品を展示することが展覧会ならその場所をどう捉えるかを定義すればこれもまた展覧会であり、定義自体が作品になるのではないか、だとするなら画廊も美術館であっても、その現実の場は共同の幻想ではないか、という問題提起です。そうなのか?
ということで、わざと神妙なグラフィックデザインを作って個展かのように見せる遊びという部分も含めて作品展です。なにせ展示してもらうだけでもありがたい状態なので点数少ないのがこっぱずかしいかぎりな小展(しょうてんでも、こてんでもどちらでも好きなほうで読んでください)です。
(ここまでブログの引用。)
※会期中にSNSで告知するために新規に画像を作っていました。すべて1940x1080pixelです。
同じものだけ展示するのは気が引けたのでラーメン店のオリジナルバージョンのロボットを作り、新たに絵を起こしました。オリジナルといっても色と武装を新規で作っただけです。これも3DCGであることよりもオリジナルのロボットキャラクターを作っていたからであって、先に挙げた3DCGの可能性からは程遠いのです。だから教えてほしい3DCGの可能性なのです。効率の良さは可能性じゃないです。偶然キャラクターとして成立させやすいロボットであり、そもそもバリエーションを想定していたので思いつきに対しても困ることはありませんでした。思いついた発端はマークです。この胸についているマークはこのラーメン店の依頼で作成した、いや、本当のもともとはTシャツのデザインですけど、ものなのです。当然ですがお店に断りを入れて利用しています。こうやって仕事で付き合いのあるところでOCTA ORCAでカスタマー仕様を作るのも楽しいんじゃないかと思いました。楽しいのは僕だけですが。
このシリーズは背景を実写にすることにしているので、この絵のために撮っています。当初は背景を実写合成すると楽だと思ったからで、手間としてはモデリングしてもあんまり変わらないですねぇ。もうあと一回か二回続きます。
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
murbo/すいませーん、いつもの編集雑談です。
古川モトイ(以下、古川)/英検の会場からです。
murbo/あら、お疲れ様です!付き添いですか?ご自身の受験ですか?
古川/生徒の受験です。
なのでまだ51は見れてないんです
付き添いだと妙に気疲れしそうですね。こちらはまだ時間あるので問題ないですよ。
murbo/まだ校了してないけど、とひとまず。
表紙はイキシャです。少し解説。
イキシャ又はイキシア、和名は槍水仙(ヤリズイセン)。
原産地は南アフリカでアヤメ科の半耐寒性球根植物。9月から10月の秋植え。開花時期は5月から7月、トウモロコシ畑に咲いていたことからアフリカンコーンとも呼ばれている。開閉植物で夜は花を閉じている。多色混合で様々な色の花がある。
花言葉は団結、調和のとれた愛。
今回はかなり色を調整しています。
古川/見たい
音源制作の打ち合わせで名古屋向かってます
この時期に制作立て込むの珍しいんですが……
murbo/お疲れ様です。アイドルですか?
古川/へい。二組ほぼ同時にCDだしたいそうで。カメラマンも探してまして、今、ギャラの確認中です。
murbo/まだまだCDなんですね、僕が関わってた頃はずいぶん前になっちゃったので懐かしいです。
古川/アイドルはCDなんですよ。DL販売だと一回しか買えないからかも。
murbo/あー、そっか、グッズ感覚。
古川/はい。1人で100枚買った方とか。私が関わった音源じゃないですが
murbo/イベントで毎回同じCDを買う人とかいますものね。大切です。
古川/はい。あとは自分のCD作るのってアイドルのやってみたい事の上位だと思いますね。地下アイドルってお金より体験に貪欲な人種が多い気がします。クリエイター全体がそうかも。
でも、長く続けるとメシ食わなきゃいけなくなるんで、私の中ではアイドルは30代からが本番ですね。
murbo/ミュージシャンが音源つくることとは発想を異にすると思ってないと色々ずれてきそう。
CD作るのは数十年前と発想は変わらないですね。
当時もグッズ感覚でした。
古川/なるほど
murbo/実はミュージシャンでもCDは譲れないって人もいます。ファン層が年配だと気になるようで。
古川/最近は私はカセットテープやりたいんですが、機械が高くて
murbo/機械はカセットデッキですか?
古川/はい。PCから出した音をダビングするカセットデッキ欲しいんですが、値が張るんですよね。
murbo/うちに昔のミニコンポありまして、まだ使えるかなあ。一応動きますよ。
古川/不安ですね。今も機械は生産されてるんですよ。
TEACのを狙ってます。
murbo/業務用とか放送用ならrecした音もきちんとしていそうですね。
古川/はい。細かい話だとカセットテープの方がCDより低い音が出るんですよ。
murbo/CDは音域に制限があるようですから。
古川/murboさんもご存知とは思いますが、仰る通りです。
あとは、懐古趣味と好奇心ですね。
murbo/ああ、なるほど。カセットテープならではの偶然もあるから、そういうのは面白いなと思いますね。
僕はデジタルで作ったらそのままが一番良い状態かなと思ってまして、音楽も絵も映像も配布するにはなんらかの圧縮かかるので、そういうのを回避したものになったらと思います。
古川/私の中の尺度の「人間はアナログ」ってのが大きいので
murbo/感覚としてはわかります。
murbo/今回古川さんのは長期シリーズになりそうですね。
古川/まだ見れてないんですが、レスポンス来るといいなあ
murbo/そうですね、願っております。
トビラは正月三が日に撮った写真が役立ちました。
古川/車で仮眠してから大垣に帰ります。そうしたら51号みるんや!
無理しないでくださいね
古川/やっとみれました!商店街の画像のコラージュですね!ありがとうございます!
murbo/寒い三が日がここで役に立ちました!
毎度、人がいなくて笑ってしまう商店街です。
古川/そういうこと?
murbo/柳ケ瀬商店街でいろいろやってる人はいるようなんですが、僕が商店街を見るときは人がいないんですよ。
どうやら日によっては盛り上がってるらしいです。見たことないですけど。
古川/切ない
murbo/イベントのある日に一切行かないからよくないんだと思います。
古川/まあでも、好みがあるので。義務感でいくものでもないでしょう。
murbo/一度、事情があって出かけたときは品がない感じだったもので再訪はちょっと難しかなと思ったこともあります。
古川/品かぁ
ぜんため!はどうなんでしょうね
murbo/まだ見てないのでなんとも言えませんが
日本酒のイベントだったのですけど、衣料品店の前で焼鳥焼いてたり、おしゃれした客も路地で地べたに座って食べてたのが個人的に苦手で。
一杯飲み屋のイベントなら別に気にしなかったことで。
古川/それはわかります
murbo/ぜんため!はカジュアルな雰囲気だと思われるのでまあまあいいんじゃないですかねぇ。
古川/期待しましょう
murbo/基本的にシャッター街なので人の出は期待してないです。
何かキテル感じのものを見つけて撮ってこようと思ってます。昼間なら金津園も撮れるし。
古川/昔、金津園にあったボーリング場につれていかれた記憶が。
murbo/ボーリング場なんてあったんですか!?
古川/ぼくのきおくがたしかなら?20年以上前のことだと思うんですが
murbo/あの辺一体はしばらく再開発が出来ないので、建物を壊した後も駐車場くらいにしかならないので跡地はそのまま残っていそう。
古川/そうなんですか!
murbo/ソープランドが全滅するまでですねぇ。
古川/なるほど
murbo/増改築も出来なくて、それこそ風呂釜が壊れたら終わり、のはずですが、なんか続いてますよねぇw
古川/真綿で首を絞めるようですね
murbo/話し合いが出来ないので兵糧攻めになったようです。
個人的には県庁所在地の玄関にソープ街というアナーキーな雰囲気は捨てがたいです。
古川/岐阜は県庁前もアナーキーですからね。
murbo/そうなんですか。
古川/まあ、ちょいちょい出会いの場として機能していると言う話は。
murbo/あー、それはもう場所移動してますよ。
国体があったので、そういう感じのところは一掃されたようで。
古川/あー、そうなんですね。もう露出される方とかはいなくなったんなら、少し安心ですね。
murbo/国体とかオリンピックがあると粛清されるみたい。
古川/なるほど
murbo/まぁとりあえず岐阜駅周辺と柳ケ瀬商店街でキテルものを見つけます。
といっても柳ケ瀬はそれなりにリサーチしていて、期待薄で。
柳ケ瀬商店街はシャッター街としても普通なために特殊なものを探すことより普遍的にキテル感じを見つけることになると思います。
キテルって言ってるのもどうかとは思いますが。
こうやって書いてきて、金津園を取材できるといえば出来そうなんだよなということを思い出しました。
その前に選挙にかかわることになったのでまずそちらを見聞します。たぶん自分ではまとめきれないのでどなたかに聞いてもらうのがよいのではないかと思っています。
二回取材してドキュメンタリー撮っているので、多少なりとも選挙に関しては吐き出せる知識があるんじゃないかと。
自分では扱えなくともどなたかのネタの一端になれば。
古川/選挙前?後?
murbo/あとです。結果でないというに言えないので。
古川/楽しみにしています
murbo/出来ればトップ当選できれいな結果が出ればやりやすいですね。
murbo/それでは今年もよろしくお願い致します!
古川/こちらこそ宜しくお願いします!
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